

















































































































































































































































































































































































































































































それが消滅することの心痛 具体的な損害 → 藩士たちへの批判
明治時代の仙台・宮城人の自己認識の形成にどのようにつながっていったか
２、各種情報の意義
○幕末期の仙台藩 未見・初出の情報を多数
・「正確性」を十分精査する必要 ほぼ正確／大枠はあっている／虚説
ただし「正確か否か」にとどまらない価値
＊「風説留の世界」（宮地1998）
・江戸時代後期 身分・地域を越え政治・社会情報の交換
ペリー来航を機に活性化 ジャーナリズムの端緒 「輿論（世論）」の形成
幕末の政局を規定
＊仙台藩 領内の人々・領外のに注視されつつ戊辰戦争を戦っていた
○「丸吉皆川家日誌」
・江戸時代後半の仙台藩領における情報環境・言論状況を記録
・一つの出来事に関して情報収集を重ねて精度を上げようとする態度
「虚説」「噂」「風聞」の書き分け
多種多様な情報が乱れ飛ぶ現代 その見極めがあらゆる場面で重要に
＊「ポスト真実（Post Truth)」 「フェイクニュース」の問題
幕末維新期の庶民の情報環境 人々の情報への向き合い方を研究する意義
（参考文献）
・『仙台市史』通史編６近代１（仙台市 2008年）
・宮地正人『幕末維新期の社会的政治史研究』（岩波書店 1998年）
・木村紀夫『仙台藩の戊辰戦争 先人たちの戦いと維新の人物録』（南北社 2015年）
・奈倉哲三・保谷徹・箱石大編『戊辰戦争の新視点』上・下（吉川弘文館 2018年）
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（別表）戊辰戦争関連略年表（『仙台市史』通史編６近代１より）
慶応３年 1867年10月14日 将軍徳川慶喜、大政奉還を上表
12月９日 王政復古の大号令
慶応４年 1868年１月３日 鳥羽・伏見の戦い
２月15日 伊達慶邦、奥羽の有力五大名に同心協力を要請
３月23日 新政府の奥羽鎮撫軍、仙台に入る
４月11日 仙台藩、鎮撫総督の命に応じて白石出兵
江戸開城
閏４月１日 関（宮城県七ヶ宿町）で仙台・米沢・会津三藩の家臣が会合
閏４月11日 白石で奥羽十四藩の家臣が会合（奥羽越列藩同盟）
閏４月20日 鎮撫軍下参謀・世良修蔵討たれる。
会津藩、白河城を攻略
５月１日 政府軍、白河城を奪回
５月上旬 奥羽越列藩同盟なる
５月18日 鎮撫総督九条道孝ら、仙台を発ち秋田へ向かう
６月 奥羽北越同盟軍政総督府「討薩の檄文」を発する
６月16日 政府軍、平潟に上陸
６月24日 政府軍、棚倉城を落とす
７月１日 鎮撫総督九条道孝、秋田に入る 秋田藩同盟離脱
７月２日 輪王寺宮、仙台城下の仙岳院に入る
７月14日 白石城内に軍議所が設けられる（奥羽越公義府）
７月29日 政府軍、二本松城、長岡城、新潟港を落とす
８月11日 駒ヶ嶺で仙台藩兵と政府軍が戦闘
８月23日 政府軍、若松城下へ侵攻
８月26日 榎本武揚率いる旧幕府艦隊、松島湾に入る
８月28日 米沢藩、降伏を申し入れる
９月15日 仙台藩、降伏を申し入れる
９月22日 会津藩降伏
９月23日 庄内藩、降伏を申し入れる
９月24日 盛岡藩、降伏を申し入れる
10月６日 仙台追討総督四条隆謌、仙台城に入る
12月７日 伊達慶邦・宗敦、東京での謹慎を命じられる
12月７日 伊達家の家名存続、28万石下賜が決定
12月12日 伊達亀三郎を藩主として、新封仙台藩が成立
古文書・文書記録の保全について
地域に残された古文書・文書記録などの所在をご存じの方
・先祖から受け継いできた古文書・文書記録の保存にお困りの方
ぜひ下記までご連絡ください
NPO法人宮城歴史資料保全ネットワーク
９８０－８５７２ 宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉４６８－１
東北大学災害科学国際研究所 歴史資料保存研究分野気付
０２２－７５２－２１４３
